
 Ⅱ 平成２７年度みえスタディ・チェックの結果・分析（小学校算数） 

１ 集計結果 

（１） 平均正答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 領域別 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第４学年 第１回 53.0％ 56.4％ 37.3％ 34.3％ 89.0％ 

第５学年 第１回 ５3.1％ 62.1％ 38.7％  64.0% 

第５学年 第２回 56.0％ 59.7％ 49.0％ 41.7％ 64.5％ 

（２） 平均無解答率及び問題形式別平均無解答率  

 平均無解答率 問題形式別 

選択式 短答式 記述式 

第４学年 第１回 7.6％ 3.4％ 2.3％ 28.2％ 

第５学年 第１回 3.6％ 1.5％ 2.2％ 11.8％ 

第５学年 第２回 4.4％ 1.6％ 2.2％ 15.4％ 

（３） 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 設問別集計結果 

① 第４学年 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 第５学年 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 第５学年 第２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ みえスタディ・チェックの課題等、指導改善のポイント 
（１） 各教科の具体的な課題等           （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

  強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
４
学
年 

第
１
回 

１（１） 
 
 
２（４） 

◎基本的な加法や除
法の計算をするこ
と。 

◎棒グラフを正しく
読み取り、最大値を
とらえること。 

３（３） 
 
 
 
５（３） 

☆計算のきまりをとらえ、異なる数
値の計算の工夫を表現すること。
（無解答率も高い）【問題掲載】 

☆どんな図形ができるかを考え、数
学的に表現すること。（無解答率も
高い）        

第
５
学
年 

第
１
回 

１（１） 
１（４） 

 
１（３） 

◎基本的な除法や四
則が混合した計算

をすること。 
○分数を用いて、等分
してできる部分の
大きさを表すこと。 

３（３） 
 

 
４（３） 

☆概数について理解し、見積もりの
結果とその判断の理由を数学的に

表現すること。 
☆面積が等しく、合同でない図形の
辺の長さを求める方法を数学的に
表現すること。（無解答率も高い）
【問題掲載】 

第
２
回 

１（１） 

１（２） 
 
 
 
６（２） 

◎整数の減法を計算

することや十進位
取り記数法の仕組
みを理解すること。  

〇与えられた情報か
ら、目的に応じて必

要な情報を読み取
ること。 

４（２） 

 
７（１） 
 
 
 

８（３） 

○合同な三角形をかくための条件を

見出すこと。 
☆与えられた条件から、２つの図形
の面積が等しい理由を説明するこ
と。（無解答率も高い）【問題掲載】 

☆与えられた条件から、規則性を見

付け、算数の用語を用いて表現す
ること。（無解答率も高い） 

（２） 全体の傾向 

・記述式問題の無解答率が高い。特に、小学校４年生において高い状況である。 
・基本的な加法、減法、除法、四則が混合した計算をすることはできる。 
・図形の領域について、論理的に考え、表現することに課題が見られる。 
・与えられた事柄から、理由や方法を導き出し、既習の算数の用語を用いて表現するこ
とに課題が見られる。 

（３） 指導改善のポイント   

問題 指導改善のポイント 

第４学年 

第１回 
３（３） 
 
 
 
 
第５学年 
第１回 
４（３） 
 
 

 
 

・ある乗法の式に着目した計算の工夫を式や言葉を使って説明するために

は、目的に応じて数を多面的にみたり、他者の考えを解釈し、異なる数値の
場合でも他者の考えを基に説明したりできるようにすることが大切である。 
→ワークシート『平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題
より作成したワークシート「３８ 計算のきまり」』を活用 

→ワークシート『平成２６・２７年度 第 2学年 Ａ数と計算 「11 い
ろいろな方法で答えを見つけよう」』を活用 

・面積が同じで合同でない２つの図形の片方の図形の辺の長さを求める方法
を言葉や式を使って説明するためには、図形の性質を理解し、日常生活に
みられる様々な形と関連付けて考えられるようにすることが大切である。 
→ワークシート『平成２６・２７年度 第４学年 Ａ量と測定 「３９ 正
方形の面積は？」』を活用 

→ワークシート『平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題
より作成したワークシート「１８ 本立て」』を活用 



第５学年 
第２回 
７（１） 

・与えられた条件から、２つの図形の面積が等しい理由を説明するためには、
長方形の分割の仕方を観察し、長方形を分割した図とその分け方の説明と
を対応させることが必要である。また、２つの三角形の底辺と高さが等し
ければ、面積が等しくなることを理解し、言葉を用いて表現することが必
要である。日頃の学習において、話し合う場を設けて、話し手の児童の説
明が筋道の立った説明になっているかどうかを判断し、必要に応じて話し
手の児童に言い直すように促したり、聞き手の児童に筋道の立った説明に
なっているかを意識して話を聞くように促したりすることが大切である。 
→ワークシート『平成１９年度～２６年度 全国学力・学習状況調査問題
より作成したワークシート「２０ 等しい面積（量と測定、図形）」』を
活用 

【第４学年 第１回３（３）の問題】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【関連するワークシート】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第５学年 第１回４（３）の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連するワークシート】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第５学年 第２回７（１）の問題】 

  



【関連するワークシート】 

       

 


